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主
婦
向
け
に
一
年
間
の
献
立
を
紹
介

し
た
大
正
時
代
の
双
六
で
す
。
情
報
量

の
多
さ
、
季
節
性
、
庶
民
性
、
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
漫
画
な
ど
、
お
も
し
ろ
い
双
六

の
要
素
が
す
べ
て
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

朝
・
昼
・
夕
、
週
七
日
、
一
二
か
月
分

二
五
二
種
類
の
献
立
が
書
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
誤
解
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
憧
れ
の
献
立
な
の
で

す
。
大
正
ロ
マ
ン
の
香
り
漂
う
時
代
背

景
の
中
で
、
都
会
の
先
進
的
な
家
族
の

食
事
を
描
い
て
い
ま
す
。

当
時
の
庶
民
は
、
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
や

牛
の
シ
チ
ュ
ー
が
月
一
回
で
さ
え
食
べ

ら
れ
る
食
糧
事
情
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
人
一
日
当
た
り
の
米
の
消
費

量
は
四
〇
〇
ｇ
（
現
在
一
五
〇
ｇ
）。
栄

養
士
の
見
立
て
で
は
「
た
ん
ぱ
く
質
、

脂
質
が
少
な
め
の
献
立
」
だ
そ
う
で
す
。

足
り
な
い
栄
養
分
は
野
菜
、
芋
類
、
雑

穀
で
補
っ
て
い
ま
し
た
。
お
腹
が
一
杯

に
な
る
こ
と
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
た

の
で
す
。
現
代
の
中
高
年
に
は
こ
れ
く

ら
い
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
こ
の
年
は
、
第
一
次
若
槻

内
閣
が
成
立
し
、
日
本
放
送
協
会
が
設

立
さ
れ
、
高
野
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
が

営
業
を
開
始
し
、
明
治
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

1926（大正15）年制作。「婦人世界」新年号付録。
案：實業之日本社編集部、画：藤本斥夫。縦55㎝×横80㎝。

「献立の料理の説明は今年中の婦人世界で説明してあります」
とあり、本誌連動の双六企画であることがわかります。

實
じ つ

用
よ う

お料
り ょ う

理
り

献
こ ん

立
だ て

漫
ま ん

画
が

双
す ご

六
ろ く
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絵
え

双
す ご

六
ろ く

に魅せられて第4回

上がり

悪
つ

阻
わ り

の四月
振出しは1月の嫁入りの高砂
や。12月の「御芽出た」を経
て、上がりは一家団欒の食卓
です。紅茶にフルーツやケー
キが並んでいます。

悪阻の奥様に代わって米とぎをするかなりモダン
な旦那様。葱の味噌汁と三つ葉のお浸しならば奥
様も食べられることでしょう。


